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論文審査の結果の要旨 

 

１． 研究目的の評価 
   本研究は感染細胞におけるプリオン株産生分子機構を解析したもので、目的

は十分に妥当である。 
 
２． 研究手法に関する評価 
   マウスプリオン株の持続感染細胞を樹立、継代培養し、生物学的特徴であ

る固有の潜伏期間、特徴的臨床症状、病理学的所見プロファイルを解析したも

ので、研究手法も妥当である。 
 
３． 解析・考察の評価 
   プリオン病病原体は培養細胞で長期継代後も変わることなく、株固有の生物

学的特徴と異常型プリオン蛋白の生化学的性状が保持されていることを明ら

かにし、今後の伝達性海綿状脳症（プリオン病）研究への進展が大いに期待さ

れる。 
 
 
  以上のように本論文はプリオン病における病原体の解明に貢献するところ大

であり、審査委員は全員一致で博士（医学）の学位に値するものと判断した。 
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